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前回までのあらすじ

町の産業の総力をあげたフェスティバル朝日町産業まつりで野菜販売をしていた中の人は

クラブチームの PR にやってきたモンテディオ山形のマスコットキャラクター・ディーオくんと遭

遇。



（自称）町の愛されマスコットの血が騒ぎ。

身の程を知らずのウサヒは、みんなからの支援をうけ、ディーオくんと共演を決意。

コメリさんでサッカーボールを購入し、いざ決戦の地へ！！！



みるるん先生「・・・・あんまり無理しないでね」

※みるるん先生の声は中の人の勝手なあてレコです

■ここからが本編

というわけで、再び産業まつりにやってきたウサヒ



▲サッカーボールももって準備万端です。

戦い前にみんなの声援をうけてやる気満々です！！

▲子どもたちにボールを奪われて、返してくれと懇願するウサヒ。この時点で何かに負けてい

る。

そして、いよいよ待望のディーオ君と遭遇！！！

ウサヒ 「よう、うちの町で好き勝手やってくれているじゃねぇか！！」

強気の態度で接するウサヒ



※朝日町で一番好き勝手にやってる着ぐるみは明らかに右のピンク色の方です。

歴史的な出会い。

飛び散る火花的なもの。

耳を含めると 2 メートル以上ある着ぐるみに、さすがのディーオくんも一瞬たじろぐ！

しかし、山形の人気マスコットはここからの対応が違いました。



紳士的で丁寧な挨拶

さすが数々の修羅場（主にスタジアム）を持ち前の機敏さでくぐり抜けているディーオくん。

アドリブに圧倒的に強い！！

※この共演は全く打ち合わせをしていません。両者アドリブです。

スタジアムの外でも紳士的なプレーを忘れないディーオくん。

※モンテディオ山形は今シーズン J リーグでの累積警告数（イエローカード・レッドカードをも

らった数）がもっとも少ないチームです。紳士的なプレーも魅力のひとつ



逆に空気にのまれかける桃色ウサヒ。

しかし、わざわざサッカーボールまで（コメリさんで）用意したのにこんなところでひいてはいら

れない。

勇気を出せ！力で示せ！

ウサヒ 「しょ、勝負しろ！！」

ドリブル勝負を仕掛けるウサヒ。

周囲のお客さんに 「それはさすがに無理だろ・・・」っていう空気が流れる。

しかし、ディーオくんはウサヒの殺気をいち早く感じ取り腰を低くかまえた！！

ディーオ 「よろしい・・・・ならば対決だ！！」

ピッチの上の青い軍神 と 個性よりも値段で選ばれた桃色巨大ウサギ

ウサヒ 「着ぐるみの性能の差が戦力の絶対的な差でないことを思い知らせてやる！！！」



  

▲小刻みなドリブルから華麗に抜きにかかるウサヒ

固唾をのんで見守るギャラリー

勝負は、一瞬だった・・・・・

  



▲圧倒的な戦力差を見せつけられた図

見ていた人たち 「やっぱりね・・・・」



ウサヒ 「参りました！ （ポケモンの通信対戦なら絶対負けないのに）」

（ ）内はあきらめの悪いウサヒの心の声です。

対決後も相手を気遣うことを忘れないディーオくんの高いプロ意識に、中の人は感動

▲これがプロの仕事。勉強になる。

ウサヒ 「なんていい人・・・・もとい、いい着ぐるみなんだ！！」

最後は 2人（2 匹）でボールをパスをしあって交流を深めた後

一緒に記念撮影



▲何度もいいますが、ここまでまったく打ち合わせ無しです。

つき合ってくれたディーオくんに本当に感謝。

サッカー対決は惨敗でしたが。

憧れのディーオくんと共演できて、とっても満足の中の人と

いつか、ディーオくんに勝つために、今後は重点的にサッカーの練習をしようと心に誓ったウ

サヒなのでした。

産業まつり 1日目はこうして終了したのでした。


